
プラスチック製容器包装の
出し方あれこれ

ごみ減量・分別の豆知識

問家庭ごみ減量課☎214･8229、FAX214･8277

ーク」が目印です。
　捨てる前は軽くすすいで。汚れ
落としには、食器洗いで出た泡や
すすぎ水、古布を使うのがオスス
メです。汚れがひどい場合は、袋
の中の他のごみまで汚れるので家
庭ごみで捨ててくださいね。

　プラスチックをごみとして排出する際、正しく分
別していますか。収集対象となるのはプラスチック
製の「容器」と「包装」です。バケツなどの商品その
ものは対象にはなりません。迷ったときは「プラマ
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東
日
本
大
震
災
で
は
、
電
気
・
ガ

ス
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
供
給
が
途
絶
え
、

避
難
所
運
営
な
ど
の
初
期
対
応
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が
生
じ
ま

し
た
。
市
で
は
こ
う
し
た
経
験
を
踏

ま
え
、
災
害
時
に
お
け
る
自
立
的
な

電
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
平
常

時
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
図
る
た

め
、
小
・
中
学
校
な
ど
全
て
の
指
定

避
難
所
に
防
災
対
応
型
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

既
に
１
９
４
カ
所
に
整
備
し
、
今
年

知って役立つ！ワンポイント防災講座

問減災推進課☎214･3109、FAX214･8096

わが家に必要な備蓄品の確認を！

度
中
に
整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
太
陽
光
発
電

と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、

昼
は
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
供
給

や
蓄
電
池
の
充
電
、
夜
は
蓄
電
池
か

ら
の
電
力
供
給
が
可
能
。
こ
れ
に
よ

り
、
停
電
発
生
時
も
指
定
避
難
所
で

防
災
無
線
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
通

信
機
器
や
照
明
が
使
え
る
ほ
か
、
平

常
時
は
発
電
し
た
電
力
を
自
家
消
費

す
る
こ
と
で
、
電
気
料
金
の
削
減
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　１週間分の水・食料の備蓄に併せて、家庭ごとに
必要な備蓄品を確認しましょう。卓上コンロとボン
ベがあれば簡単な料理ができます。乳幼児のいる家
庭では、ミルクやレトルトの離乳食、紙おむつやお
しりふきも多めの買い置きが安心です。高齢者の家
庭は、常備薬や服用中の
薬がきれないような準備
を。ガソリン不足に備え
て、自動車などは、こま
めに給油しておきましょ
う。

指
定
避
難
所
へ
の
導
入
が
進
む

　
防
災
対
応
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

問い合わせ
防災環境都市推進室
　☎214･8057
     FAX214･8497

　東日本大震災の発生当時、
私は柳生中学校に勤めてい
ました。以前から宮城県沖
地震を想定しての訓練は行
ってきましたが、３月11日
の地震では長期間にわたり
電気が使えず、避難所や学
校の運営に大きな支障が出

ました。避難所の運営を通して感じたのは、
まずは明かりの確保が必要だということです。
そして、主要な通信手段である携帯電話の充
電ができることも重要だと思いました。
　防災対応型太陽光発電システムの導入によ
り、これらに必要な電力を確保できるように
なりました。防災訓練の際は、停電時に使え
る照明やコンセントの場所などを確認し、い
ざというときに備えています。

山田中学校
渡邉哲也校長

避難所運営には欠かせない
非常用電力

太陽光発電

防災無線
コンセント

蓄電池

照明

テレビ

▲防災対応型太陽光発電システムの概要

▲指定避難所に設置された太陽光発電パネル


